
犯人とのやりとりの状況

ケース４（平成２７年４月録音、千葉南警察署提供）

犯 人 被害者

あっもしもし。

もしもし。

あ、お父さん？

今帰ってきた。遅くなっちゃったけど。

あ、本当に。

うーん。千葉までやっぱり行ったんだって

よ。

えっ？

千葉まで行ったの。

あっ本当に？

うん。

それでいくら用意出来たって？

あの申し訳ない。やっぱり300しかだめだ

ったって。

あっ本当に？

うーん。

一回お母さんに代わってもらっていい？

だから、明日にでもさ

一回お母さんに代わってもらっていい？

なんで？

お母さんもうがっくりしちゃってね。いま

下にいるよ。

だから、ちょっと今回こうやって用意し

てもらったからさ。

ちょっと、一応お礼の、まっ、ちょっと

言葉かけたいと思ってさ。

いいよ、そんな。そんでどうすんだよ。

でも、まあ、もうちょっと、もう監査も

時間間に合わないし、俺もう出れなくな

っちゃったから。

監査っていつなんだよ？

うん？

監査っていつ？

もう今日だよ。

うん、あっ、今日あるのかよ。

うーん、だからこうやって待ってたんだ

けどさ。

もうオレも結局もう、もう、社員も全員

もう会社から出るなって言われちゃった

し。



もうなに、会社に分かっちゃったの？

待機してるから。

会社に分かっちゃったのか。

いや分かってないけども、下で待機して

いるからさ。

うーん。

こっちも出れなくなっちゃったから。

出れないの？

うーん。だからもうどうしよもないから

さ。もう無理だよ。

じゃあ、しょうがないんだな、じゃあ。

うーん。

会社に謝るんだったら、ちゃんと謝った方

がいいよおまえ。

いや謝まるけどさ。

これからのこともあるんだしさ。

で、一応、○○の方は、もう早い段階で

持ってきてたから、まあ何とかなったん

だけども。

足りない 500万、まあ200万も足らないし

さ。

うーん。

で、まして俺ももう出れないから、どう

しようかって話してたら

200万か

俺の部下で鈴木ってやつがいるんだけど、

うーん。

そいつがあの、たまたま千葉の方で、営

業の出先で出ててさ。監査があるから、

それをまとめたらすぐ戻るって言って行

ってたんだけど。

俺そんなところで一回ちょっと待ってく

れって言ってたらしいんだよ、どうなる

か分からないから。俺も出れなくなるか

もしれないって言ってたからさ。

うん。えっなに？

鈴木ってやつに。部下の鈴木ってやつが

いるんだけど。

なに、その人もなに使い込みしてるのか。

いや、してないしてない。

ただ部下でさ。ただ仕事でそっちに、千

葉の方に出先で行ってたから。会社に戻

ってくる分には。



表にもともと出てきてた人間が戻ってく

る分には、もう外出届けも出してるから。

なんも言われないから。

鈴木にちょっと重要書類って形で、渡し

てもらえないかなって思ってさ。

重要書類か。

俺も最初気持ち悪いし、親の方もなんか

変に思うから、そういうのはやめてくれ

って言ったんだけど。

うん。

まあ、もうおまえもうこんなこと言った

らどうしようもないだろうって話になっ

て。

うん。

どっちにしろこのことが終わったら、俺

も一緒に、まあ家の方に、まあ、今回あ

ったことを一から説明するって言うから

さ。

うーん。まあ、そんなのどうだっていいけ

どさ。

そんなあ、そんなことじゃねえだろう、お

まえ、やっぱり。

まあそうだけど。まあだからちょっと

前もって言ってくれればさ。それなりの、

おまえ。そんな金持ちでねえことも知って

んだろうけどさ。うちだって。

まっ、鈴木にはさ、一応○○まで行って

くれって言ってあるんだ。

○○？うち、うち、うち。うちに。うちま

でこられないのかよ。

まあ、そこを何とか、頼み事するんだろう

から。

うーん最低でもお茶でも出してさ。

時間ないやつだからさ。

かえって何にも言わない方がいいの？

いや、お金って言わないで。行くだけだ

からさ。

お金って言わないで？

結婚もしてるから。何ですか？受け取れ

ないですってなっちゃうからさ。そいつ

も土地勘がないやつだから。

たぶん、着いたとしても駅で待っている

とは思うんだけど。



駅？

まあほんと嫌だろうけどさ。まあどっち

にしろ、今日、まあ俺はもうどうしよう

も

お金渡すのに駅前なんかっていうのは嫌だ

なあ。でもなあ。

まあ、そうだけど。

まあ、領収書もらうお金じゃねえだろうけ

どさ。

まあ、でも、もうそれしかないからさ。

お前さんが来るわけにはいかないのかよ。

えっ？

お前さんが来るわけにはいかないの？

いや、だからもう出れないからさ。監査

の人達が下で待機しているから。

で、さっきもまださ、下ろせるか下ろせ

ないかって分からない状態だったから、

俺もへたに会社出れなくなっちゃってさ。

もう一回お母さんに行けっていうことだか

らさ、俺もご存じのようにあんまり外出歩

ける状況じゃねえしさ。今行ってきたばっ

かりなのにさ。

まっ、どっちにしろ、鈴木はもう駅に着

いてるとは思うんだけど。

ん？

駅にもう着いているとは思うんだけど。

着いてる？

鈴木。部下なんだけどさ。

うーん。

だからちょっと紙袋かなんかにさ、銀行

の袋だと変に思われちゃうから、梱包し

て鈴木にちょっと重要書類だって渡して

もらえないかな？

重要書類？うーん。

お金渡すのになあ。

お母さんにもう一回行ってこいってのも、

言いにくいわなあ。

悪いとは分かってるんだけどさ。

おまえ、母親の顔みられねえぞ、ここにき

て。

いや分かってる。

どんな顔して見せるんだ、来て会ったらさ。

うーん。分かってるけどさ。



もうどうしようもない。もうここまでき

ちゃった以上、もうどうしようもないか

らさ。もうちょっと

うちの、だって、あの

鈴木も土地勘ない人間だからさ。

だってうちにこうーまっすぐきて

うーん。時間もないから。

こうまっすぐ来て済むんじゃないか。

いやそうなんだけど。

そいつもだから時間もないから駅でもう

待ってるからさ。

ちょっと待って。お母さんに行けるかどう

かちょっと相談してみるからさ。

あっ代わって、じゃあお母さんに。一回。

うん、ちょっと待ってよ。

じゃあ代わって。お礼も言いたいからさ。


